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　市内中学校の１年生は、毎年スキー教室を行っています。
　大自然の環境を体感しながらスキーの技能を習得するほか、宿泊体験を通して責任感や協調性、
自律の精神を養いながら友情を深め、楽しい思い出を作ることを目的としています。
　羽村第一中学校では、1月21日（水）から1月22日（木）にかけて、ふじてんスノーリゾートで
スキー教室を実施しました。

▲市公式サイト
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2はむらの教育　8.3.1

スポーツ推進委員とは？スポーツ推進委員とは？

Ｑ．派遣事業の内容を教えてください
Ａ．�　町内会・自治会主催のイベント等にボッチャ、

ラダーゲッター、フィールドゴルフ、モルック
の競技方法の説明やイベント実施のサポートを
行っています。

　　�　11月に実施された「小作台東町内会ミニ運動
会」では、4人の指導員を派遣し、60人がモルック
やフィールドゴルフの体験を行いました。
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▲�スポーツ推進委員
協議会について

　（市公式サイト）

Ｑ．依頼方法を教えてください
Ａ．�　実施希望日の 2 か月前までに、スポーツ推進

課へ問い合わせてください。
　　�　具体的な内容や派遣する
　　指導員の人数などは、相談
　　の上、決定します。

スポーツ推進委員派遣事業スポーツ推進委員派遣事業 ～イベント実施以外には、指導員派遣も行っています～

スポーツ推進委員協議会 関連事業スポーツ推進委員協議会 関連事業

�

　年齢や性別、障害の有無にかかわらず、手軽にスポーツ活動に参加で
きるようにするためのコーディネーターです。
　市主催事業への協力や、スポーツを通した地域住民の健康づくりの推
進を目的としたスポーツ推進委員主催事業、ボッチャを始めとした障害
者スポーツの推進事業などを計画、実施しています。
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3 はむらの教育　8.3.1

　 今回は、地域で活躍する現役の 2 年目スポーツ推進
委員に活動についてインタビューしました。

　市内の中学校では、毎年、全ての２年生の生徒が５日間、
特別支援学級の生徒が２～３日間の職場体験学習を行っ
ています。
　実施に当たっては、市内の多くの企業、事業所、団体
等の皆様に御協力をいただき、ありがとうございました。
体験終了後には、生徒たちの積極的な姿勢や、お客様に
寄り添った対応などにお褒めの言葉もいただきました。
　今後も、羽村の子供たちが、自らの未来を切り開き、
自分らしい生き方を築いていく力を身に付けられるよう、
御協力をお願いします。

　現在、羽村市ではスポーツ推進委員を募集しています。
一緒にスポーツの楽しさを広めていく活動をしましょう！

【待遇】�報酬の支給や、ポロシャツな
どの被服を貸与します。

※詳しくは、問い合わせてください。

�

　行事に参加された方の笑顔がとてもうれしいで
す。私たち委員の判断で事業内容を変更すること
も可能なので、自分たちの意見が詰まった企画を
立案、実行できます。

やりがいや魅力�

　「四季のウォーク」を主に担当する、地域振興部
に所属しています。四季のウォークでは場所、詳
細なコース、休憩場所を立案し、実際にそのコー
スを歩いてみて、不安点があれば抽出し、その改
善策を立てます。参加者
が安全に、また喜んでい
ただけるような計画を実
行します。

普段の活動内容

�

　スポーツ推進委員は、スポーツが得意である必
要はありません。大切なことは、スポーツの楽し
さに興味をもつことです。
　委員同士のチームワークは良好で、2 年目で人
見知りの私でも仲間がフォローしてくれるので、
プレッシャーなく活動できています。安心して新
しいスポーツを楽しみながら覚えていきましょう。

これから委員になる方にひとこと

▲募集について
（市公式サイト）

「TEAM はむら」について
（公式サイト）▶

【受入れ先から頂いた声】
●�当初は緊張していたと思いますが、だんだんと慣れていき、

お客様に対しても積極的に関わっていくことができていまし
た。また、作業も説明するとすぐに理解でき、創意工夫しな
がら取り組む姿がありました。この職場体験を生かして、学
校生活や将来に対しても前向きに取り組んでくれたらと思い
ます。

●�職場体験学習は、生徒が社会の一員として働く意義を実感で
きる貴重な機会だと思います。実際の業務を通して働くこと
の楽しさや大変さ、そして相手のために行動することの大切
さを感じ取ってくれたら、うれしいです。

●�どんな地道なつまらない作業も、苦手な接客業も、楽しい気
持ちでやってもらえるように、自分たち自身も心掛けていま
す。生徒さんたちがそういう思いで経験していただけていれ
ば幸いです。そして、経験した喜びや失敗の一つ一つを、こ
れから社会に出てお仕事をされる生徒さんたちのお役に立て
ていただくことが、私どもの願いです。

　今年度、中学校の部活動において、優秀な成績
を収めた主なものを紹介します。
●羽村第二中学校
�〈ソフトテニス部〉
　・東京都中学校ソフトテニス選手権　
　　男子団体：第３位、女子団体：第４位
　　女子個人：関東大会代表入り
　　　　　➡�男女団体、女子個人
　　　　　　関東中学校ソフトテニス大会出場！

〈吹奏楽部〉
　・東京都中学生吹奏楽コンクール　銀賞
　・東京都中学生アンサンブルコンテスト　銀賞
●羽村第三中学校

〈吹奏楽部〉
　・東京都中学生吹奏楽コンクール　B 組金賞
　・東京都中学生アンサンブルコンテスト　銀賞
　
　羽村市では、中学校の部活動を地域の活動へと
移行・展開する取組を行っています。移行した団
体は、地域クラブ活動団体「TEAM はむら」と
して、教育委員会が認証し、支援しています。
　「TEAM はむら」の活躍は、羽村市公式サイト

「羽村市部活動地域展開通信 Let’s 
TEAM はむら」を御覧ください。

先輩委員にインタビュー！先輩委員にインタビュー！

スポーツ推進委員、募集中！スポーツ推進委員、募集中！

【問合せ】学校教育課指導係（内線376）【問合せ】学校教育課指導係（内線376）

中学校部活動の活躍を中学校部活動の活躍を
お知らせします！お知らせします！

中学生の職場体験学習中学生の職場体験学習
御協力ありがとうございました御協力ありがとうございました

「四季のウォーク」で
参加者の案内もします。 ▶

【特集についての問合せ】スポーツ推進課　☎ 555-0033
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４．研究の内容

５．研究の成果

国語 　一人一人の児童が、個人やグループ等の学習形態を選択したり、登場人物や文章構成等について興味
のある問いを選択したりしながら文章を読み深めていき、自分の考えを形成することができた。

算数 　主体的に問題を発展させて取り組めたことで、内容理解がより深まった。また、学び方を選択したこ
とで、算数が苦手な児童を含めた多くの児童が意欲的に学習に取り組むことができた。

　研究では、国語・社会・算数・理科の４教科を中心に、自由進度学習を取り入れながら、「自ら学びを調整し、主体
的に学習に取り組む児童」の育成に取り組みました。ここでは、5年生の社会の事例を紹介します。

1 次
「つかむ」
一斉学習
２時間

　「自動車をつくる工場」について、児童一人一人の疑問や気付きなど「問い」を基に
した学習問題を設定します。その追究・解決に向け、「組み立て工場」、「関連工場」、「輸
送」の三つのテーマを設定し、調べ学習の方向性を共有します。

2 次
「調べる」

自由進度学習
６時間

　三つのテーマの中から、自分の興味・関心のあるテーマを一つ選び、活用する資料
や調べ方などを自分たちで考え、６時間の中でどのように進めていくかを工夫しなが
ら、調べ学習に取り組みます。調べたことをまとめ、学級内で発表することを踏まえ、
まとめ方や発表の仕方についても、自分で考えて工夫します。

3 次
「まとめる」
一斉学習
２時間

　新聞形式やリーフレットに整理したり、１人１台端末のプレゼンテーションソフト
を活用したりして、それぞれが調べ学習の成果をまとめ、学級内で発表します。他の
児童の発表から学んだことを整理しながら、学級全体で学習を深めます。

５年生　社会　単元名「自動車をつくる工場」（10時間扱い）

　社会の調べ学習において、自由進度学習を取り入れたことで、教科書の内容を踏まえながら、探究テーマや学習方
法、資料等を自分で決定し、より一層、理解を深めることができました。
　他の教科でも、次のように「育ってほしい児童の姿」に近付いていく児童の様子が見られました。

　２年間の研究を通して、「自ら課題を設定し、学習方法を決め、粘り強く学習に取り組む児童の育成」の実現に向け
た一定の成果を上げることができました。研究を始める前と比べ、進んで生き生きと学習に取り組んでいる児童が増
えてきたと、羽村西小の教職員も実感しています。
　羽村西小の研究成果を生かし、市内全ての児童・生徒が自らの学びを調整し、主体的に学習に取り組めるよう、教
育委員会も支援を続けていきます。

《自由進度学習のポイント》
◆�自由進度学習の時間は、児童が自ら学習を進められるよう、教師は一人一人の学習状況を把握し、

個別に支援するなど「伴走者」として寄り添います。
◆�同じテーマごとにグループをつくり、児童同士で交流しながら互いに学習を深められるよう工

夫します。
◆�学習の目標（調べたことを基に考えをまとめる）や単元の終末（工夫して発表する）を常に意識さ

せることで、ゴールを目指して学習を進める意欲の向上を図ります。

【問合せ】学校教育課指導係（内線376）

羽村市教育委員会研究指定校　の取組について 羽村西小学校

　羽村市教育委員会では、例年、市内の小・中学校２校を羽村市教育委員会研究指定校として指 定しています。指定を受けた学校は、児童・生徒の学力向上を目指し、授業改善等に向けた研究
に取り組みます。
　２年間を研究期間とし、２年目には市内小・中学校の全ての教員を対象に研究発表会を行い、 研究の内容や成果を羽村市全体に広めています。
　令和７年度は、羽村西小学校（指定２年目）と富士見小学校（指定１年目）が、それぞれ研究に取 り組んでいます。ここでは、今年度研究発表を行った羽村西小学校の研究内容を御紹介します。
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《研究テーマ》
自らの学びを調整し、主体的に学習に取り組む児童の育成
～『自由進度学習』の実践を通して～

１．羽村西小学校の児童の実態

　研究を進めるに当たり、羽村西小の児童の実態を把握しました。国の調査の結
果などから、次のような羽村西小の児童の姿が見えてきました。

【児童の実態】
●児童同士で交流しながら学習を進めることに意欲的である。
●学習目標を決めたり、学習計画を立てたりすることに課題がある。
●授業で１人１台端末を効果的に活用することに課題がある。

２．育ってほしい児童の姿
　「１」で整理した児童の姿を基に、羽村西小では、「育ってほしい児童の姿」を次のように設定しました。

【育ってほしい児童の姿】
　「自ら課題を設定し、学習方法を決め、粘り強く学習に取り組む児童」 

　これは、各教科等の学習において、児童一人一人が自分の興味・関心のある課
題を決め、学習の計画を立て、１人１台端末の活用も含めて調べ方やまとめ方を
自分で考えながら学習を進めていけるようになることを目指すものです。

　「自らの学びを調整」するとは、どのように学習を進めていくかを自分で考えるということです。
　「主体的に学習に取り組む」とは、何をすべきかを自分で判断し、進んで学習に取り組んでいくことを指します。
　そのような児童を育成するための手立てとして、羽村西小では、「自由進度学習」を研究に取り入れることとしま
した。
　「自由進度学習」とは、教師が全児童に対して一斉に行う授業形式ではなく、与えられた時間の中で、児童一人一人
が自分で決めた方法やペースで学習を進めていく形式のことです。
　様々な教科の学習の中に、この「自由進度学習」を部分的に取り入れていくことで、研究テーマに掲げる「自らの学
びを調整し、主体的に学習に取り組む児童」を育てていくことができると考えました。

研究の成果は、市内の全小・中学校に共有し、様々な教育活動の参考としています

３．研究テーマ

　「２」の「育ってほしい児童の姿」を実現することを目標として、研究テーマを設定しました。

羽村市教育委員会研究指定校　の取組について
　羽村市教育委員会では、例年、市内の小・中学校２校を羽村市教育委員会研究指定校として指 定しています。指定を受けた学校は、児童・生徒の学力向上を目指し、授業改善等に向けた研究
に取り組みます。
　２年間を研究期間とし、２年目には市内小・中学校の全ての教員を対象に研究発表会を行い、 研究の内容や成果を羽村市全体に広めています。
　令和７年度は、羽村西小学校（指定２年目）と富士見小学校（指定１年目）が、それぞれ研究に取 り組んでいます。ここでは、今年度研究発表を行った羽村西小学校の研究内容を御紹介します。



　防衛省交付金を活用し、小作台小学校の体
育館改修工事を実施しました。
　体育館の主な工事内容は床改修、屋上防水、
外壁改修などです。
　市では、老朽化している各学校の施設状況
を確認しながら工事や修繕を計画的に進めて
いきます。

～学校施設の整備状況紹介～ 小作台小学校 体育館の改修工事を行いました

【問合せ】生涯学習総務課総務係（内線353）

�　
「
昔
の
本
を
読
ん
で
み
た
い
。」「
も
う
手
に
入
ら
な
い
資
料
を
探

し
た
い
。」
…
そ
の
よ
う
な
と
き
に
心
強
い
の
が
、国
立
国
会
図
書
館

デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。こ
れ
は
、国
立
国
会
図
書
館
が
所
蔵

す
る
一
般
の
図
書
、明
治
以
降
の
貴
重
書
や
明
治
以
降
に
発
行
さ
れ

た
雑
誌
、博
士
論
文
等
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、多
く
の
人
が
利
用
で
き
る

よ
う
に
し
た
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

①
図
書
館
向
け
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
サ
ー
ビ
ス

　
個
人
で
登
録
し
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
自
宅
か
ら
閲
覧
で
き
る
資
料

も
あ
り
ま
す
。公
開
さ
れ
て
い
な
い
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
の
う
ち
、絶
版

な
ど
の
理
由
で
入
手
困
難
な
資
料
に
つ
い
て
は
、図
書
館
で
閲
覧
が
で

き
ま
す
。自
宅
で「
続
き
が
読
め
な
い
。」「
途
中
ま
で
し
か
表
示
さ
れ

な
い
。」と
い
っ
た
資
料
が
あ
り
ま
し
た
ら
、ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

②
遠
隔
複
写
サ
ー
ビ
ス

　
「
こ
の
ペ
ー
ジ
だ
け
手
元
に
欲
し
い
。」
…
そ
の
よ
う
な
と
き
は
、

遠
隔
複
写
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
ま
す
。国
立
国
会
図
書
館
に
あ
る

資
料
の
必
要
な
部
分
を
、図
書
館
で
コ
ピ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、遠
く
ま
で
出
掛
け
な
く
て
も
調
べ
も
の
が
進
み
ま
す
。「
昔
の
資

料
だ
か
ら
無
理
か
も
…
。」と
思
う
よ
う
な
本
で
も
、図
書
館
を
通
す

こ
と
で
利
用
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

③
図
書
館
間
の
貸
出

　
デ
ジ
タ
ル
で
資
料
を
見
付
け
た
あ
と
、「
や
っ
ぱ
り
本
そ
の
も
の
を

読
み
た
い
。」と
思
う
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。そ
の
よ
う
な
時
は
図

書
館
同
士
で
本
を
貸
し
借
り
す
る
仕
組
み
を
利
用
し
て
、都
立
又
は

他
市
町
村
の
図
書
館
か
ら
資
料
を
取
り
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�

国
立
国
会
図
書
館
に
し
か
所
蔵
が
な
い
資
料
に
つ
い
て
は
、館
内

閲
覧
の
み
の
利
用
と
な
り
ま
す
。

　
「
調
べ
も
の
が
あ
る
と
き
」だ
け
で
な
く
、「
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
。」

「
昔
の
本
を
の
ぞ
い
て
み
た
い
。」と
い
う
と
き
に
も
、ぜ
ひ
図
書
館
で

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】図
書
館　
☎
５
５
４ｰ

２
２
８
０

「
プ
リ
モ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
は
む
ら
」か
ら

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

【
問
合
せ
】
郷
土
博
物
館

☎
５
５
８-

２
５
６
１

▶�

大
菩
薩
峠
記
念
館
前
の
介
山
と
愛
犬

デ
ン
公（
昭
和
１８
年
頃
）

「
郷
土
博
物
館
」か
ら

羽
村
へ
戻
る

　
奥
多
摩
で
草
庵
生
活
を
送
っ
て
い

た
中
里
介
山
は
、昭
和
３
年（
１
９
２

８
年
）か
ら
草
庵
や
道
場
の
撤
去
、又

は
移
築
を
進
め
、生
ま
れ
故
郷
で
あ

る
羽
村
へ
戻
り
ま
す
。

　
昭
和
５
年（
１
９
３
０
年
）に
は
、現

在
の
介
山
公
園（
羽
東
一
丁
目
47
番

地
22
外
）付
近
に
西せ

い

隣り
ん

村そ
ん

塾じ
ゅ
く

と
大
菩

薩
峠
記
念
館
を
開
館
し
ま
す
。同
敷

地
内
に
は
介
山
が
書
斎
と
し
て
使
用

し
た
耕こ

う

書し
ょ

堂ど
う

も
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

西
隣
村
塾
で
は
、吉
田
松
陰
が
開

い
た
松
下
村
塾
に
な
ら
い
、介
山
が

理
想
と
す
る
塾
教
育
を
行
い
ま
し
た

が
、約
２
か
月
で
閉
鎖
と
な
り
ま
し

た
。そ
の
後
、昭
和
10
年（
１
９
３
５

年
）に
は
隣り

ん

人じ
ん

少
年
日
曜
学
校
を
開

設
し
、卒
業
生
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

　

大
菩
薩
峠
記
念
館
に
は
、西せ

い

隣り
ん

図

書
館
と
い
う
図
書
館
が
併
設
さ
れ
て

い
た
ほ
か
、印
刷
設
備
も
有
し
て
お

り
、「
隣り

ん

人じ
ん

之の

友と
も

」な
ど
の
出
版
物
を

発
行
し
ま
し
た
。

中
里
介
山
、羽
村
に
眠
る

　

昭
和
19
年（
１
９
４
４
年
）４

月
４
日
、介
山
は
59
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
ま
す
が
、こ
の
頃
に
高
熱

な
ど
の
体
調
不
良
が
続
き
、同
年

４
月
22
日
に
阿
伎
留
病
院（
現
公

立
阿
伎
留
医
療
セ
ン
タ
ー
）に
入

院
し
ま
す
。そ
の
後
も
体
調
は
快

復
せ
ず
、同
年
４
月
28
日
、午
前

８
時
15
分
に
腸
チ
フ
ス
の
た
め

永
眠
し
ま
し
た
。

　

市
内
の
禅
林
寺
墓
地
に
中
里

介
山
の
墓
が
あ
り
ま
す
。

ト
ピ
ッ
ク

最
終
回

45
歳
〜
59
歳

羽
村
の
文
豪「
中な

か

里ざ
と

介か
い

山ざ
ん

」⑥

　

中
里
介
山
は
、羽
村
出
身
の
作
家
で
、長
編
時
代
小
説『
大
菩
薩
峠
』が

代
表
作
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。昨
年（
２
０
２
５
年
）、生
誕
１
４
０

周
年
を
迎
え
た
中
里
介
山
に
つ
い
て
、紹
介
し
ま
す
。
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教教  

育育  

随随  

想想

ゆ
と
ろ
ぎ
ス
テ
ー
ジ
体
験

　

 「
大
ホ
ー
ル
で
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
と
と
も
に
」

人
づ
く
り・つ
な
が
り
づ
く
り・地
域
づ
く
り
を
支
え
る

「
社
会
教
育
士
」「
生
涯
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」を
紹
介
し
ま
す

　
災
害
へ
の
備
え
、
子
供
や
若
者
の
居
場
所
な
ど
、
私

た
ち
の
ま
ち
や
暮
ら
し
に
あ
る
課
題
を
解
決
し
続
け
て

い
く
た
め
に
は
、
多
く
の
人
々
が
協
働
し
な
が
ら
、
こ

れ
ま
で
の
経
験
や
学
ん
だ
成
果
を
生
か
し
、
地
域
活
動

や
市
民
活
動
を
豊
か
に
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
令
和
２
年
度
か
ら
、
地
域
の
人
た
ち
と
の
学

び
の
機
会
や
、
新
た
な
人
と
の
出
会
い
や
つ
な
が
り
を

つ
く
る
中
核
的
な
役
割
を
果
た
す
専
門
人
材
「
社
会
教

育
士
」
の
制
度
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
社
会
教
育
士
」
は
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力

や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
能
力
を
高
め
、「
学
び
」
の
ス
キ

ル
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
体
系
的
に
身
に
付
け
る
も
の
で
す
。

文
部
科
学
省
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
実
施
機
関
が
行
う
講

習
の
修
了
、
又
は
養
成
課
程
を
置
く
大
学
で
必
要
単
位

を
修
得
す
る
こ
と
で
、
称
号
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
ま
た
、
社
会
全
体
で
多
様
な
学
習
機
会
を
創
出
す
る

た
め
、
人
と
情
報
、
人
と
資
源
を
結
び
付
け
る
「
生
涯

学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」の
資
格
も
あ
り
ま
す
。「
生

涯
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
は
、
文
部
科
学
省
が
認

定
す
る
社
会
通
信
教
育
を
修
了
す
る
こ
と
な
ど
で
資
格

取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
豊
か
な
地
域
づ
く
り
、ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、「
社

会
教
育
士
」
や
「
生
涯
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
公
式
サ
イ
ト
や
文
部
科
学
省
の
サ
イ

ト
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

日�

時
：
４
月
24
日
㈮
午
後
１
時
～
午
後
８
時

　
　
　
４
月
25
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後
８
時

　

�（
た
だ
し
、
正
午
～
午
後
１
時
及
び
午
後
５
時
～
午
後
６

時
は
休
憩
時
間
と
す
る
。）

　

�

１
区
分
30
分
間
（
使
用
区
分
内
に
準
備
、
片
付
け
時
間
を

含
む
。）

会
場
：
ゆ
と
ろ
ぎ
大
ホ
ー
ル

対�

象
：
小
学
生
以
上
の
ピ
ア
ノ
演
奏
家
、
学
習
者
、
愛
好
家

及
び
ピ
ア
ノ
の
演
奏
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
で
、
本
企

画
主
旨
に
賛
同
し
、
注
意
事
項
を
守
っ
て
い
た
だ
け
る
方

※
未
就
学
児
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

※
小
中
学
生
の
参
加
は
、
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

参��

加
費
：
１
区
分
（
30
分
間
）
２
，
０
０
０
円
（
連
続
２
区

分
ま
で
申
込
可
能
）

申
込
方
法
：
ゆ
と
ろ
ぎ
窓
口
、
又
は
左
記
の
申
込
フ
ォ
ー
ム

演�

奏
形
態
：
個
人
、
又
は
グ
ル
ー
プ
で
ピ
ア
ノ
の
ソ
ロ
演
奏

及
び
他
の
楽
器
、
声
楽
、
コ
ー
ラ
ス
と
の
共
演
等
、
ピ
ア

ノ
を
使
用
す
れ
ば
ど
ん
な
ジ
ャ
ン
ル
の
演
奏
も
可
。
た
だ

し
、音
響
設
備
、電
源
を
使
用
す
る
楽
器
の
使
用
は
不
可
。

申
込
期
間
：
２
月
17
日
㈫
～ 
３
月
15
日
㈰

※�

応
募
者
多
数
の
場
合
は
調
整
の
上
、
連
絡
い
た
し
ま
す
。

★�

注
意
事
項
や
そ
の
他
詳
細

は
、
公
式
サ
イ
ト
や
チ
ラ

シ
裏
面
を
御
確
認
く
だ
さ

い
。

　
ゆ
と
ろ
ぎ
大
ホ
ー
ル
の
舞
台
で
ピ
ア
ノ
を
演
奏
で
き
る
ス

テ
ー
ジ
体
験
企
画
。ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
D
２
７
４
を
使
用
し

て
、リ
サ
イ
タ
ル
気
分
、仲
間
と
一
緒
に
コ
ー
ラ
ス
や
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

「
プ
リ
モ
ホ
ー
ル 

ゆ
と
ろ
ぎ
」か
ら

　

今
年
は
、
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

Ｗ
Ｂ
Ｃ
、
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
と
い
っ
た
世
界
的

な
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
が
立
て
続
け
に
開
催
さ
れ
る
、
ま
さ

に
ス
ポ
ー
ツ
イ
ヤ
ー
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
中
で
も
私
が

期
待
を
寄
せ
て
い
る
の
が
、今
月
開
催
さ
れ
る
Ｗ
Ｂ
Ｃ（
ワ

ー
ル
ド
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
）で
す
。
前
回

大
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
閉
塞
感
が
残
る
中
、
日
本
代
表

が
強
豪
国
を
次
々
と
打
ち
破
り
、
決
勝
の
舞
台
で
強
敵
ア

メ
リ
カ
を
相
手
に
劇
的
な
勝
利
を
つ
か
み
取
り
ま
し
た
。

必
死
に
白
球
を
追
う
彼
ら
の
姿
が
、
沈
み
が
ち
な
社
会
に

大
き
な
勇
気
と
希
望
を
灯
し
た
こ
と
は
、
昨
日
の
こ
と
の

よ
う
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

野
球
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
の
最
大
の
魅
力
は
、
そ
の「
不

完
全
さ
」に
あ
る
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
野
球
は
、
一

流
の
証
と
さ
れ
る
打
率
３
割
と
い
う
数
字
が
示
す
と
お

り
、
１０
回
の
う
ち
７
回
は
失
敗
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た

競
技
で
す
。
成
功
よ
り
も
圧
倒
的
に
多
い
失
敗
を
ど
う
受

け
止
め
、
い
か
に
し
て
次
の
プ
レ
ー
へ
つ
な
げ
る
か
。
そ

こ
に
は
強
い
精
神
力
と
、
冷
静
な
自
己
修
正
能
力
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
私
自
身
、
小
学
生
の
頃
に
野
球
を
始
め
、
現

在
は
草
野
球
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
が
、
失
敗
と
の
付
き
合

い
方
が
と
て
も
難
し
い
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
大
会
も
単
な
る
勝
敗
を
超
え
た
多
く
の
学
び
を

私
た
ち
に
与
え
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。私
た
ち
の
日
常
も
、

野
球
の
打
席
と
同
じ
よ
う
に
、
常
に
安
打
を
放
て
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
切
な
の
は
失
敗
し
て
も
何
度
で
も

打
席
に
立
ち
続
け
る
意
志
の
強
さ
で
す
。
選
手
た
ち
の
勇

姿
を
単
な
る
娯
楽
と
し
て
消
費
す
る
の
で
は
な
く
、
自
分

自
身
の
生
き
方
の
糧
に
で
き
る
よ
う
観
戦
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

教
育
委
員
会
委
員

堀
口　
勝
也

7 はむらの教育　8.3.1

【
問
合
せ
】
生
涯
学
習
推
進
課　
☎
５
７
０-

０
７
０
７

▲�市公式
サイト

▲申込フォーム



羽
村
市
文
化
協
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
７
９
ー
２
７
７
２

　
日
頃
か
ら
文
化
協
会
活
動
に
つ
い
て
、
御
支
援
、
御
協
力
を

賜
り
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
５
月
に
「
第
19
回
美
術
・
工
芸
展
」、
10
月
に
「
未

来
へ
つ
な
ご
う 

羽
村
の
文
化
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
第
56
回
羽
村

市
文
化
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。
文
化
祭
で
は
、
文
化
協
会
創
立

20
周
年
、
プ
リ
モ
ホ
ー
ル
ゆ
と
ろ
ぎ
開
館
20
周
年
を
迎
え
、
そ

の
歩
み
を
祝
し
、
世
代
を
超
え
た
交
流
と
感
動
が
広
が
る
特
別

企
画
ス
テ
ー
ジ
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
１
月
に
「
ゆ
と
ろ
ぎ
で
お
正
月
を
遊
ぼ
う
」
の
協
力
、

文
化
協
会
洋
舞
の
部
の
発
表
会
「
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」、
２
月
に
、
文
化
協
会
会
員
に
よ
る
「
み
ぢ
か
な
一
歩
展
」、

「
初
め
の
一
歩
体
験
教
室
」、
さ
ら
に
、
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
な

ど
発
表
す
る
場
の
提
供
、
支
援
を
推
進
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
羽
村
市
や
皆
さ
ん
と
協
力
し
な
が
ら
、
羽
村
の
芸
術
、

文
化
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

３
月
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

ゆ
と
ろ
ぎ
開
館
20
周
年
特
別
記
念
事
業

「
生
涯
楽
習
祭
」

　
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
団
体
が
一
堂
に
会
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
活
動
を
見
学
、
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時　
３
月
21
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後
３
時
３０
分

会
場　
ゆ
と
ろ
ぎ
館
内
各
部
屋（
一
部
除
く
）

主
催　
羽
村
市
教
育
委
員
会

協
力　
羽
村
市
文
化
協
会

令
和
８
年
度
イ
ベ
ン
ト
等
の
予
定

５
月
上
旬　
第
57
回
文
化
祭
説
明
会

※
詳
細
は
、広
報
は
む
ら
、市
公
式
サ
イ
ト
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

５
月
23
日
㈯　
文
化
協
会
総
会
、
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

５
月
12
日
㈫
～
６
月
14
日
㈰　
第
20
回
美
術
・
工
芸
展
（
５
期
）

10
月
11
日
㈰
～
11
月
３
日
（
火
・
祝
）
第
57
回
文
化
祭

（
後
援
事
業
と
し
て
、
ホ
ー
ル
発
表
、
展
示
発
表
を
実
施
）

090-5258-1223
090-1406-1223

090-3237-1331

郷土博物館
プリモライブラリーはむら（図書館）
プリモホールゆとろぎ 羽村東小学校

羽村西小学校
富士見小学校
栄小学校
松林小学校
小作台小学校

武蔵野小学校
羽村第一中学校
羽村第二中学校
羽村第三中学校
教育相談室

Tel
Tel
Tel
Tel
Tel
Tel

Tel
Tel
Tel
Tel
Tel
Tel

Tel
Tel
Tel
Tel
Tel
Tel

554-5663
554-2034
554-6449
554-2024
554-7800
554-1431

555-6904
554-2012
554-2041
555-5131

適応指導教室
ハーモニースクール・はむら

羽村市役所（代表） 555-1111I N F O R M A T I O N
570-0707
554-2280
558-2561
555-0033
579-3210
555-9255弓道場

（スポーツセンター）
S＆Dスポーツアリーナ羽村

S＆Dスポーツアリーナ羽村
（スイミングセンター）

Tel

「はむらの教育」を御覧になった意見・感想をお聞かせください
　　掲載内容の充実を図ることを目的として、御覧になった意見や感想をお聞かせください。
　頂

ちょう

戴
だ い

した意見等は、今後の紙面作りの参考とさせていただきます。 ▲ �意見等の
　入力フォーム

　特定非営利活動法人羽村市スポーツ協会及び羽村市文化協会は、市や教育委員会と協働して、
市のスポーツや文化を推進していくための団体です。

　
テ
ニ
ス
を
通
じ
た
会
員
相
互
の
親
睦
と
、
技
術
向
上
及

び
体
力
の
維
持
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和

47
年
に
「
羽
村
町
硬
式
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
」
を
発
足
し
、
昭

和
50
年
に
「
羽
村
町
体
育
協
会
」
に
加
盟
し
ま
し
た
。
発

足
時
は
会
員
数
32
人
で
し
た
が
、
テ
ニ
ス
ブ
ー
ム
と
な
っ

た
昭
和
54
年
に
１
６
１
人
と
な
り
、
現
在
は
「
羽
村
市
テ

ニ
ス
連
盟
」
と
し
て
１
０
０
人
弱
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

  

テ
ニ
ス
ブ
ー
ム
を
経
験
し
た
世
代
の
高
齢
化
と
健
康
志

向
の
高
ま
り
に
合
わ
せ
て
、
羽
村
市
で
も
シ
ニ
ア
層
の
テ

ニ
ス
人
口
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
か
ら
は
、
東

京
都
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
「
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
」

助
成
金
を
活
用
し
、
60
歳
以
上
を
対
象
に
、
プ
ロ
コ
ー
チ

に
よ
る
技
術
練
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成

28
年
か
ら
は
、
羽
村
市
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
、
ペ
ア
の

合
計
年
齢
１
３
０
歳
以
上
を
対
象
と
し
た
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ

ア
ク
ラ
ス
を
設
け
、
多
数
の
ペ
ア
が
参
加
し
て
い
ま
す
。　

　
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
に
お
い
て
も
、
平
成
26
年
か
ら
東
京
都

ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
「
ジ
ュ
ニ
ア
育
成
地
域
推
進
事
業
」
助

成
金
を
活
用
し
、
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
を
対
象
に
プ

ロ
コ
ー
チ
に
よ
る
強
化
練
習
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。令
和
４
年
か
ら
は
、

羽
村
市
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
ジ
ュ

ニ
ア
ク
ラ
ス
を
追
加
し
、
強
化
練
習

の
成
果
を
発
揮
す
る
場
と
し
て
参
加

者
の
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
テ
ニ
ス
連
盟
の
活
動

に
よ
り
、
羽
村
市
の
推
進
す
る
ス
ポ

ー
ツ
を
通
し
た
健
康
づ
く
り
、
ま
ち

づ
く
り
へ
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人

羽
村
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

５
５
５　  

１
６
９
８

加
盟
団
体
の
紹
介
⑧
羽
村
市
テ
ニ
ス
連
盟

▲シニアテニス技術講習会参加者の皆さん

◀詳しくはこちらから
　（市公式サイト）
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